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小衰の品質に関する研曳第 2 報
土性が蛋由貿含置に及ぼす影響につL、て (1)
貝 原
1・緒 宮小麦粒の蛋白質含量に影響す
る要因とLて一般に無候、土佐、肥料及び品種
君主どがあげられている。欧米に於てほとれ等環
境とI}、支の蛋白質含量との関係について大いに
注意が梯われてきた。とれ等の結果を総括する
と気慢が贋素が小麦の蛋白質含量に最も大きな
影響を及ぼし、土壌、肥料及び品種たどは気候
ほど大きな役割を演じたいし、叉若ら僅かに作
用するにしても或る気候的要素によってそれ等
は治沿いか〈されてしまう。従って此の形質の
費異は気候とその他の諸要素との結合による複
雑主主相互作用によるというととがでをょう。我
固には従来との方面の見るべき研究が殆ん左なー
〈、唯欧米の結果を引用しているにすぎない。
果してそれ等が我園にそのまま誼用するかどう
かが問題であれこれを確かめる方法としてー
憾とれ等要素を切離してその各Aについて実験
を行.う必要があると思う。
小衰の蛋白質含量と土質との関係について、
Dondlinger (1912)はパン用小麦は遁常黒
色土に生巴、河岸の低い砂質土は軟質小麦の
生産κ遁し、叉軟質小去を重い黒色土からな
っている高地に繰返して播〈と硬質となる傾
向があるが、硬質小麦も何岸の低地に継続し
て栽培すると軟質になるといい、 Shaw & 
Walters (1911)は気候的要素が小麦の蛋白質
K最も大きた効果:を持ち、更に植物の或る或育
期に土壊をしてより多乙水分を保持させる物
理的要因は土質の差異によるらしいという。
Le Clerc & Yoder (1914)は品種の遺体的素
質よJりも環境が小麦の軌道的、化学的性質を決
定する重要な要素であり、同一地域に於ても年
k蛋百質合量に差異のある事を認め、気候郎ち
温度、降雨、光線などが土嬢の物園的、化学的
性質に艶化を生ぜLめ、その結巣土嬢が作物Ir:
作用すると主張した。 Copland(1920)は4、表
のカを増進させる重要な要素は土娘並に気候で
あって、 E員カな小麦を生産するに最も適した土
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壌は有機質に富む黒色土であるとのペてゐり、
Bayfield (19謁)は土壌組成の重さの増加一一
例へば砂土から粘土'へーーと共に小麦蛋白質は
増L、土撞が一定であればその肥沃度に縫って
増すといい、 Stubblefield& Deturk(19却)
も各種穀物について天候僚件が此の感賞κ頼箸
た効果を示し、毎年同一場所に作られたもので
も異った所に栽培されたものと同じ位にその化
学的成分に鑓異を生巴、叉合理的な方法で土嬢
に高い生産力を維持させると、その牧積物の化
学的年型化をた〈す傾向がある事を認めた。叉
Vandecaveye (1倒的は土壌の組織と肥料と
が株並に穀物の成分に及ぼす効果を研究し、土
裟組織の差異が作物の成分に著しい費異を生ぜ
しめたが、肥料保件は或る作物にのみ彰響し、
その程度は著し〈たかったと報告Lている。
我圃に於て久保田 (1933)は地水の含量が小変
粒の成分に大たる関係を有L、土壌は唯地水に
闘する点で子実の成分に影響するに過ぎたいか
ら、保水カの強い土壊とそうでたい土製とは金.
〈反対の結果を生やるといい、叉武田(1943)
によれば長野臓は粉般小菱地帯に属する地方で
あって、立波な粉扶小麦を産する一方晴子質小
麦を産し、更に畿内支場も勿論粉扶小麦地帯で
あるけれども、粉般質の品種を栽培しでも硝子
質となる傾向を観察し、之は主として土質の関
係によるものと思うと述べている。
・著者は我薗の気候傍件、特に関西以西のよう
な雨量の多い暖地に於て、土性がI}、景の蛋白質
含量に如何なる費呉を起させるかを知るために
戎のような実験を行った。 ζ とに1945年一'461'{:
栽培されたものについての結果を述ペる。
2.賦料及び方法 当研究所内に於て新中
.長及び畠田の2品種を衣の僚件で栽培牧穫した
ものを試料とした。
(1)試験区の大さ及び土嬢の種類方3尽の
無底のコンクリート製程を地下約1尺の深さに
埋設し、地表約1尺の解さ丈け掘り去って、其
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わ跡に砂士、粘土、腐植土及び撞士.を夫.lf1尺
fコ慢さに客土したものを用い、 1区を2程宛と
Ltc。
(2)揺種夏ぴ牧穫稲牧横後耕起し、 11月25
日に整地後1権当り種子0.25勺を4寸帽の2保
播~君主し、救穫は何れも翌年の 6 月 15 日 K行う
食。
くめ肥料僚件及び管理肥料は硫酸アYモ且
γ46.9g，語燐酸石次41.7g・硫酸加里13.0gを
~拒共遁に施し、施用の方法は硫酸アシモ=ア
めみは金量の2β を基肥とし、 1月、 2月及び
3月の各10日に夫-'c1/5宛を分肥した。温燐酸
石1J<.及び硫酸カ日旦は何れも全量を基肥として播
種当日施用した。中耕除草は3回行い、その都
度増土L、4月上旬に土寄せを行った。
(4)分析方法 とのようにじて牧穫された小
麦粒を粉末にしてケルグール法で金窒素量~I'L
各種可溶性蛋白態輩素を定量した。後者の定量
Kは共のような方法を採用した。
水溶性豊素試料lQgを三角瓶に採れとれ
に蒸溜水却Occ(試料中の水分を加算して)
を加えて栓をなし、時k振湿Lながら 300Cで
2時間浸演じて措過し、との措液について定量
した。残津は蒸溜水でよく洗瀧して以下の実験
に使用した。
食塩水可溶性窒素 上記残津に10%食塩水
200cc (残津・中の水分を加算して〕を加え、時身
掻撞しながら 300Cで24時間浸漬後描j晶L、そ
のS毒液について定量した。その残津は10%食塩
水でよ〈洗撫して以下の実験に使用した。
酒精可溶性堂素上記残津I'L70%酒精2叩cc
(残津中の水分を加算して〉を加えて上記同様
300Cで24持浸演活温しもその泌液について定
量しも残沖は70%酒精で洗糠し℃以下の実験に
使用した。
苛性ソーグ可溶性蛋窒素上記、酒精浸出残津
花 0.2%苛性ソーダ溶液200ccを前記同様加え
て300Cで24¥権問浸出活過し、そのiJ!液につい
て定量を行った。
3.実験結果 結果並にとれ等から算出さ
れた glutenの全輩索K対するパF セγ ト、
gliadlnの glutenに対するパーセ γ ト及び
gliadinの glutenin I'L対する比は第1表の
遁りである。
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(1)組蛋白質両品種共、砂土及び粘土K生
ヒた小麦と腐植土及び壌土のものとの聞に組蛋
白質含量の願著!x.差異を示している。即ち前者
のそれ等は後者のものより約2%多い。
(2)各種可溶性蛋白質 leucosinは何れの小
麦についてもその含量は殆んど一定であって、
小麦粒の0.38-0.42%を示している。 globulin
の含量も 1例を除いては大して型化がたいと見
倣してよいであろう。ヨえに小麦の蛋白質中最も
重要注gliadinl'Cは頼著完工費異が認められた。
即ち砂土産の小麦が最も多〈、粘土、壊土及び
腐植土産のl慣に減じ、更陀その含量を比較して
見ると、新中長では砂土産小麦の gliadinが
最も少い腐植土のもの~ 2倦に及び、粘土産の
ものは精A少く腐植土産の1.5俗である。叉畠
聞については新中長の場合程箸しくはないが、
砂土及び粘土産の小麦は腐植土産のそれぞれ
1.65倍、1.45傍でるる。 gluteninの含量は
金粒の0.48-0.98%であって、不規則元記事遊具を
示'L1t。
4.考察 Osborne (1907)によると
leucosin及び globulinはそれぞれ小愛金
粒の0.3-0.4%，0.6%を含有し、両者とも総
て座中に存在するという。第1表に示されるよ
うに本実験に於ても l~ucosin の含量は彼の数
値と殆んど周ーで、しかも両品種を遁じて土性
の如何に拘らァ安全〈一定している。従って此の
leucosinの含量は土性によって殆んど費異を
生巴ないようである。 globulinは本実験の結
果によると、畠闘を砂土に栽培したものだけは
精々多〈、その他は金粒の0.28-0.33%であっ
て、 Osborneのそれの約 1/2にすぎない。と
のととから gIobulinの含量は品種によって多
少呉れ同一品種では土性によるとの型化が殆
んど認められ君主いようであるが、 1例外の存在
は何等かの僚件によって費呉を生ぜしめる可能
性があり得るかも知れない。此の問題について
は後日検討する。更に仇borneは小麦の蛋白
質中、 gliadinが最も震要なものであって、
その含量は品種Kよって異れ金量素の40-50
%を示すという。本実験の土壊を異にした小麦
の4種蛋白質中最も顕著な雪量異を示したものは
との gliadinであつで、 その最大ば金窒素の
41.2%で、最小は25.7%でるる。そ七て両品種と
も砂土の小賓が最も多〈、ョえが結土のもので、
腐植土JAび壊土のそれは前2者より遁か陀少
しそして後者の2区の聞には殆んど差異が認
められなかった。 gluteninl'C":J>いてShepard
は品種によって茜しく含量を異にし、さを窒素に
対するパーセントも非常に量化があって、 34.2
-46.8%であるといい、 Osborneは大抵の品
種の粉中には殆んど同ヒ量が存在すると述ペて
いる。とれに比べて著者の結果は全盛棄に対ず
る割合が少〈、叉土佐の差異によって精々費異
を生じたが、一定の傾向は認められなかった。
次に、以上の各種蛋白質め量から異った土壊
に生巴たとれ等小麦粒の質について考察してみ
よう。粉の質とコちとは其の蛋白質と相関k係が
あり (Foster)、理想的な粉は glutenの含量
多<(Dearsley).. gliadinとgluteninの割
合は品種によって異り、小麦替の glutenの質
及び商品的償値はその割合に大に左右され、
gliadinの glutenI'C対するパー セントは55
-65%であるととが要求され(Osborne)、更
にパγを作るに好適な紛の glutenは65%
・のgliadinと35%のgIuteninからたってい
る (Snyder)、叉 gluteninのgliadinに対
する比が大きければ粉の庇水力が大で、強力
紛佳 gluteninに比較的宮んでいるという
⑨lthrie)。以上の事項を基準とじてバシ用
としての小衰の実際的な質を判断するととは不
可能であろうが、或る程度を窺知するととがで
をるであろう。
此等の観点から本実験の小麦の質を判定すれ
ば、砂土I'C産したものが最も優れ、ヲたは粘土の
もので、嬢土及び腐植土のそれは砂土及び粘土
区に此厳して著しく劣れなゐ嬢土と腐植土産
の小麦聞には著しい差異が認められないようで
ある。
5.摘 E 
(1)温和にして撮潤多雨の気象僚件下く岡山
腕南部)に於て、土性が軟質小衰の蛋白質合量・
I'C如何なる彰継をと及ぼすかを調査した。
(2)粗蛋白質合量は砂土I'C生じたもの最も多
く、次は粘土のもので、その差は僅少であった。
嬢土及び腐植土のそれは粘土より約2%少〈、
- 33ー 。3)
両者の聞には殆んど差が認められt.s:かった。
(3) leucosinの含量は土壌の如何に拘らや
全粒の 0.38-0 .43% 、 金量素の 1~.1-:7.4%
であって、殆んど一定し℃いた。
(4) globulinも1つの例外を除いて金粒の
0.28-0.33%(例外は0.40，の、会筆素の11.6-
14.7，ーであって、土性によるとの鐘呉は殆んど
ないと見倣しτ・よいであろう。
(5) gliadinは4種蛋白質中最も顕著な漣呉
を示し、砂土の小麦最も多く、金量素の約41-
39%を占め、号えに粘土産Q).34-36%、嬢土及び
腐植土産の26-28%の順であp、砂土及び粘
去直筆・J"2廷の gliadin含量は最も少い虜植土
産のもの Lそれぞれ約1.7-2.0倍、1.5倦で
あって、嬢土産と腐植土産の小麦聞には殆ゐど
との差異がなかった。
(的 gluteninは土性によって綿々著しい差
呉を生じ、その含量は金粒の0.48-0.98%であ
ったが、一定の傾向は認められなかった。
(7)異った土壌に生じた小去の glutenの質
を粗蛋白質含量、金量素に対する glutenの
バーセント、 gfiadinの glutentz:対するパ
ーセシト及び gliadinの glutenintz:対する
比から推定すると、砂土産の小麦最もよく、モ
自失ぎが粘土のもので、嬢土及び腐植土K生じ
たものは粘土のそれに比べて鞘k著しく劣るよ
うである。
本研ヲEは文部省科学研究費による業績の一部
でるる。御援助をあたえられた当局に感謝する。
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